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＜病棟連絡事項＞
・4/16からの人事異動に伴うＷＩＺ設定日時のお知らせが来ています。
 　期間中はワークフロー申請を行わないよう、また、決裁者の皆様は、異動前後の決裁に注意してください。ＷＩＺ設定変更日時：4/15（金）13：00-17：00
・薬剤自動変更あり。
→グリコペプチド系抗生物質製剤 : バンコマイシン塩酸塩点滴静注用（0.5）
「ＭＥＥＫ」⇒「明治」
　→選択的セロトニン再取り込み阻害剤：パロキセチン錠１０ｍｇ・２０ｍｇ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「アスペン」　⇒　「ＳＰＫＫ」
→睡眠剤：エスタゾラム錠２ｍｇ「アメル」⇒　ユーロジン２ｍｇ錠
＜患者連絡事項＞
・田中　文男様～持参薬カルベジロール(10)2Tと臨時薬カルベジロール(10)2Tの重複について田名部Drへ報告持参薬除剤しています。週明け金Drへ報告していきましょう。
・田村　真紀子様～4/6の採血で高溶血の結果あり、田名部Ｄｒへ報告し、週明け主治医の菅野Ｄｒの指示を受けるように指示ありました。
・板橋　利美様～尿糖3+ですが、田名部Drより間食制限なしの指示となっています。
・佐藤　准様～叔母様より主治医面談の希望があり19（火）で設定していましたが、オンライン面会予約が取れず14（木）で調整しています。
・窪田　輝雄様～訪問看護指示（1回/週）4/11～で指示頂いています。
・太田　富夫様～下肢痛あり、ハップスター2P処方となっています。
・河村　哲久様～疼痛時カロナール(200)1T/1回　10回分処方となっています。
・佐藤　准様～疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T/1回　10回分処方となっています。
・橋本　喜久子様～ハップスター　2P処方となっています。
・小田　沙也加様～本日母様来院し、眩暈、眼球上転について精査、主治医面談希望。主
治医確認後、後日連絡する事としています。
・河村　哲久様～成年後見制度にて保佐人決定。薫る風法律事務所弁護士との事。
・大久保　貴之様～恵水園　施設見学について施設スタッフより情報提供有り。4/20（水）または21（木）13：00当院出発予定にて検討中。スタッフの勤務が分かり次第、日程の決定をしていく。
＜要注目患者様ケース検討＞
・塩倉　一輝様～口調は落ち着いており悲観的言動や苛々感は無し。適度に他者交流も見られている。拒薬の場合は、スキップの指示受けている為、処理していきましょう。
・山本　真知子様～棟内徘徊や独語は聞かれているが他者トラブルは無い。本人希望にて不穏時継続指示内服しているが動症状は持続している。引き続き精神症状を観察し、適宜頓服使用し対応していきましょう。
・西村　義男様～今朝高血圧あり。昼食後再測定にて143/93㎜Hg、随伴症状は無く口調、対応共に穏やか。他不調訴えも無い。精神症状に合わせ、身体症状の観察も行っていく。
・小田　沙也加様～外泊の訴え頻回に聞かれスタッフ説明にも理解乏しい。流涙、カウン
ターを叩く、物を投げつける等粗暴性あり。不穏時継続指示内服、共
感、支持的に傾聴し1時間程度で落ち着く事出来ている。眼球上転や
発作症状は無い。引き続き精神症状の観察を行っていく。
＜SST評価検討＞
・成田　富士子様～SST参加される。拒否は無くスムーズ。
特記する患者様はおらず参加、目標振り返りなども概ね良好に行う。
＜ピアサポートミーティング評価＞
退院が近い患者様：神田　直樹様、佐京　孝成様、藤原　絵瑠久様
・“退院後に頑張りたい事”について話し合っている。退院を間近に控えた方が多かったので、それぞれの退院後にやりたいことや目標としている事を話して頂いた。それぞれが具体的にやりたいことや頑張りたい目標を決めており、料理や勉強についてはお互いに得意な事や実践した事があるものなどアドバイスを交えながら交流を楽しんでいる様子が伺えた。

はじめは発言に時間要したが、他の参加者の話から自分の話に変換しテンポよく会話することができていた。

